
1 77

こ れからの動物実験
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皆様には既に ご存じの ごとく
,
医学部附属動物

実験施設は こ の 4 月か ら脳研究所附属生命科学リ

ソ ー ス研究セ ン タ ー の
一

員と なり活動 して い ま

す. 旭町キャ ン パ ス内の 共同利用施設と して の機

能は こ れまで通り変わりありませ ん .

顧み ますと, 新潟大学に動物実験施設の 設置が

認可 されま し たの は昭和 4 8 年で ござい ま した .

当時, 医学部 ,
歯学部および脳研究所とも独自に

動物実験施設の 設置を希望 して おり, 文部省の 1

キ ャ ン バ ス 1 施設の基本方針 との確執で, 共同歩

調 へ の調整に時間を要し, 結果と して建物の 新設

は昭和 5 4 年度にずれ こみま した . その 間, 約 6 年

の歳月を費や し た こと になりますが, 当時の 不衛

生な環境が柴っ て ラ ッ トに韓国型出血熱 ウイル ス

の 汚染が起 こ り, 私が着任 した昭和 5 2 年以前に ,

既 に 2 名の 研究者が雁思 しておりました . 教授会

でも色々 とそれ へ の 対策が話 し合われてい たよう

で ござい ますが, 私 はその 感染事故を全く知らず

にや っ て来たもの ですか ら, 突然共同通信社の 記

者がや っ て来て, 医学部で なにや ら奇病が発生 し

たそうだが
,
と の 問い に慌 てて にわか勉強を した

次第です.

新 しい 動物実験施設 は昭和 5 5 年 1 月 に竣 工 し

( 図 1) , 館内清掃
･ 消毒

,
そ して 試運転を行 い ,

その 年の 7 月に動か し始めま した . その 直前にも,

古 い 建物 で実験 中の ラ ッ トで第 3 の 犠牲者が発生
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した訳 であります. 当時は
,
文部省か ら か なりき

つ い指導を受ける など結構緊張の 日々を過 ごした

記憶がよみ が えります. 我々 は
,
ウイ ル ス 学の浜

田先生や脳研の 熊西先生 の ご協力を仰 ぎ
,
韓国型

出血熱ウイ ル ス汚染ラ ッ トを徹底的に排除し, 新

施設稼働後は こ の 人獣共通感染症の 人身事故 は皆

無で推移 しております.

新 し い 近代的施設は S P F 動物を収容する 関係

上
,
ハ

ー

ド ･ ソ フ ト両面 で バ リア ー を設置 し ます

の で か なり使 い 勝手が悪く
,
当初は

一

般的に不評

で した . 研究者各位の ご理解と ご協力を得 なが ら,

次第に初期目標で ある国際的に許容される環境基

準を設定 し維持できま した こと, これは誠に喜ば

しく , 以後大き な自信に つ なが っ て おりま す. 今

日 で は トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク や ノ ッ ク ア ウ ト動物 の

維持の た め ,
も っ と厳密 な管理 を して 欲 し い と

,

逆に利用者か ら叱畦激励を受ける有様 です. な に

せ
,
動物実験施設 が建 っ た 1 9 8 0 年代は

,
ト ラ ン ス

ジ ェ ニ ッ クとか ノ ッ ク ア ウ トなど,
その 気配も感

じられぬ 時代 で した . 今 ,
に わか に マ ウ ス 肝炎 ウ

イ ル ス ヘ の 感染防御を踏ま えより厳密な バ リア
ー

の 設定が必要に な っ て い ると こ ろで す.

それで は先ず動物実験施設の 運営経費面か ら お

話 しを始め ます. し ょ っ ぱなか らお金の 話で 大変

恐縮で す. 昭和 5 5 年, 施設を稼働する にあたり ,

予想 された赤字の 補填方法をどうする か は大き な

問題 でありました . 動物実験施設の運営に は, 光

熱費や人件費を含め年間約 6 千 7 百万円の 費用が

見込まれま した . 動物実験施設は, 出発時点か ら

金喰い 虫で敬遠されがち でありました . 当時の 国

庫配当は
,
それで も全体予算の 66 % あり, 残りの

2 千 3 百万 円を受益者負担に頼る こと と なりま し

た . 施設を作 っ た以上は
,
と にか く利用率を上げ

効率よく機能させ なければならな い
,
と い うこ と

で各講座宛
一

律負担をお願 い し運用を始めた訳で

あり･ます. そ の後 , 利用率は確実に増加 しま した .

し か し
,
毎年ど っ か の 大学 に新 しい施設が出来る

たびに配当予算は削減され
,
平成 1 3 年度の 段階

で は 国庫配当率 は総予算の 3 4 .1 % ま で 落ち込 ん

で い ます. そ の 分利用老に 負担がか ぶ さ っ て い ま

す. そ の推移を簡単に ご説明申 し上げます.

表 1 は国庫配分
,
講座 一

律負担および受益者負

担に つ い て 約 1 0 年 ごと の推移を示 して ありま す.

表 2 は それらの 全体 に対する割合を見て い ます .

平成 1 4 年度 は新 し い 組織 に な っ て の 予算案と

なります. 通常の 配当予算は削減されて おり草す

が
,
は っ きり した形で は来年度を待 たねばなら な

い で し ょ う . 今年は もう少 し様子を見な がら運用
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表 1 動物実験施設の収入 (千円)

1 98 2 ( 昭和57 年度) 19 9 2 (平成 4 年度) 20 01 (平成1 3 年度) 20 0 2 (平成14 年度案)

( 国庫配当分) (4 4
,
04 8) (3 5

,
51 5) (3 0 ,2 8 9) (2 3 ,6 4 5)

実験動物経費 5
,
82 0 ■4

,
87 0 3

,
0 70 0

動物実験施設運営費 38
,
2 22 3 0

,
64 5 2 7

,
21 9 2 3

,
64 5

(講座1 律負担) (1 5 ,58 5) (1 6
,
21 7) (1 8

,
2 1 9) (2 2 ,4 10)

医学部 8
,
5 0 0 8

,
73 0 9

,
2 30 9

,
23 0

歯学部 1
,
4 4 0 1

,
42 8 2

,
9 30 4

,
72 0

医短 2 4 0 23 4 2 34 73 0

医病 4
,
2 5 0 4 i49 0 4

,
4 90 5

,
24 0

脳研 1
,
1 55 1

,
08 5 1

,
0 85 2

,
49 0

遺伝子実験 25 0 2 50

受益者 (利用者) 負担 7
,
0 00 31

,
53 9 4 0

,
3 28 4 1

,
63 5

計 66
,
6 33 87

,
2 6 7 8 8

,
83 6 8 7

,
69 0

表 2 国庫/ 講座 / 利用者 (負担率 ,
% )

1 98 2 (昭和57 年度) 1 9 92 ( 平成 4 年度) 2 0 01 ( 平成1 3 年度) 20 02 (平成1 4 年度案)

国 庫 66 .1 42 .6 3 4 .1 2 7 .0

講 座 2 3 .4 1 9 .5 2 0 .5 2 5 .5

利 用 者 1 0 .5 37 .9 4 5 .4 4 7 .5

する こ と になる と思 い ます. また
,
本年度 か ら,

新 しい研究用生物資源の 開発の ため ナ シ ョ ナ ル プ

ロ ジ ェ ク トを通じ新た に年間 2 5 00 万円の 資金 が

来て い ます. しか し
,
こ れは新潟生まれの 優れた

研究用生物資材を学際的に発信する ための 経費と

位置づ けられ, 動物実験施設の通常の運営経費と

言う訳には行かないようです.

さて
,
以上の ごとき運営経費を今後どうする か

で あります. 大学の 独法化を目前に経営 に関する

フィ ロ ソ フィ
ー

な い しポリ シ
ー を練り直す時期 に

来て い るようです.

国庫か ら の研究費は次第 に重点配分と いう方式

に傾 い て い ま す. 講座研究費の 格差 は次第に広が

る可能性があります . 動物実験施設 が将来倒産 し

な い ために は, 持て る人に使 っ て もらう ,
と い う

冷た い 考 えも出て きます.
つ まり, 各講座 か ら の

一

律供出金を撤廃 し
,
全て利用者の 利用率分担方

式とするやり方 です . そう しますと
,
そ の 分利用

単価が ト
ー タ ル で 約 2 千万 円高く なります か ら ,

研究費の 少ない講座 の施設利用は少なか らず阻害

されるで し ょう.
これは果た して い か が なもの で

しょうか ? 私個人と しま して は, あえて この 方

式はとる べ きで なく, 最低限の 研究機会は これま

で通り広く平等に行き渡 る べ きもの と考 え,
一

律

供出金は可能な限り残す方向で考える べ きだと思

い ます. 重点研究と い っ て も周辺領域の 発展なく

して は成功し にく い もの だ と思うか ら で す.

国庫の 配分 につ き ま して は, 今後ナ シ ョ ナ ル プ

ロ ジ ェ ク ト ヘ の 貢献度が高ければ予算的措置 へ の

配慮も続くで しょ うか ら, そうなれば, 間接的に

施設の 運営にも役立 つ もの と期待 します .

次に 医科学研究の 動向につ い て 考察して み た い

と思 い ます. ･ 近年の 分子遺伝学の 進展に伴 い ま し

て
,
ト ラ ンス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス や ノ ッ ク ア ウ ト マ

ウ ス が作出され, 病因遺伝子の 同定が始まりま し

た . 様々 な遺伝子変異 マ ウス を人工 的にどんどん

作 るわけで す. 新規 の系統をたくさ ん作 るの で す

か らそれなりの 収容 ス ペ ー

スを考 えね ばなりませ
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機能ゲノ ミク ス

コ ンジ ェ ニ ツ ク系統

コ ン ソミ ッ ク系統

図 2

ア ソシ エ
ー

シ ョ ン

ス タデ ィ

臨床研究 連銭解析

ん . し か も
,

バ リア
ー の ある清浄な飼育環境が求

め られます. 永久保存す べ き大切な系統 は牒凍結

などを考えねばなりませ ん . これに は先ずハ ー ド

面の 改革が必要で した. 幸 い
,
関係者の多大な ご

理解と ご協力を得ま して ,
ひ とまずこ の 第

一 の ハ

ー ド ル は越 える こ七 が出来 ま した . 1 階の RI 動物

実験室をアイ ソ ト ー プセ ン タ ー ヘ 統合さ せ
,
そ の

区域 を ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス 保存室に 改変
,

さら に イ ヌ や ウサ ギの 使用が減少 して い た た め ,

急速その ス ペ
ー ス を マ ウ ス 用に振り替 えま した .

新規 に マ ウ ス 収容室 と して およそ 6 千匹分の ス ペ

ー

ス を設定 しま した .

病因遺伝子の 同定 とその 遺伝子機能の 解析 は今

後か なり活発に 行われると思われます. 変異遺伝

子と生体の 表現型な らびに演出型と の 関連が追及

され始めて い ます. とく に演出型の 解析と なれば

動物の 行動パ タ ー ン など高度に 統合 された レ ベ ル

で の 解析が必須 で あります.
つ まり, 遺伝子と い

う分子 レ ベ ル と精神機能 まで を含む両端を結 ぶ と

い う研究が始ま っ て い る訳で す. そ の つ ながりが

明確 に な っ て き ますと
,
恐らく遺伝子治療 へ の 試

E N U ミ ュ ー タ
ヽ
＋

ン 工 ネシ ス

Q T L マ ッ ピング

ノ ッ クアウ ト 機能ゲノ ミクス

みも本格化するの で し ょう.

さ て 現在 ,
マ ウ ス の 叔容ス ペ

ー ス に つ い ては良

い と して
,
ラ ッ ト

,
ウサギなど他種 へ の 波及をど

う見る か で す. 先月
,
ラ ッ ト遺伝子に関する国際

ワ
ー

ク シ ョ ッ プに参加 して きました が
,
ラ ッ ト遺

伝子の 解析も急速 に進み
,
ラ ッ トゲ ノ ム の ドラ フ

ト配列 が発表 され る段 階に来て い ます . そし て
,

マ ウ ス
･ ラ ッ ト

･ ヒ トと の比較ゲ ノ ミ ッ ク ス が始

まりつ つ ありま した ( 図 2) .

た だ
,
ラ ッ トの 既存系統数は マ ウ ス の およそ

1/ 4 であり
,
これま で 見つ か っ た変異遺伝子数も

そう多く な い 現状 か ら
,
ま た

,
ラ ッ トの E S 細胞

の 樹立が未だ成功 して い な い こ ともあ っ て
,
今後

の 収容 ス ペ ー

ス 増 は多く見積も っ て も マ ウ ス の

1 / 4 と見て よ い で しょ う . 今後 2
,
3 年は何とか 対

応 で きる と思 っ て い ます.

ウサギ, イ ヌ ,
ブ タ

,
サ ル など に つ い て は どう

で し ょ うか . 数は大変少な い の で すが
,
遺伝子 レ

ベ ル での 仕事はもう始ま っ て い ます. 遺伝子治療

実験と なると
,
どう して も大型の 動物を使う傾向

が 出て き ます.
これ へ の 対応もそろ そろ考えね ば
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なりま せ ん .
こ の ような背景の 中で , 従来 か ら続

い て い る
,
い わゆる 一

般実験も続行される訳 です.

全体を鑑みますと, どうしても今後の 収容ス ペ
ー

ス増は必須と考え られます. 数年後 に は動物実験

施設の 増築が完成 して い なければな らな い と の 思

い か ら
,
昨年度か ら施設西側 に 1 2 m ス パ ンの 増

築と, それに遺伝子実験施設 へ の渡り廊下の 設置

を合わせ概算要求を始め たと こ ろで す.

研究動向と して , 私にと っ て もう
一 つ 気が か り

なの は
,
E S 細胞 を利用 し た再生や移植医療 に 関

わる研究で す. こちらの 方が遺伝子治療より現実

図 3
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味を帯びて きて い ます. 急 い でその た めの 準備を

始めね ばならな い と思うの で す. 将来は人間各個

人の E S 細胞を樹立 し, 自己の もの をそれぞれ使

うの であれば問題は少ない の ですが
,
当初 はや は

り樹立 された E S 細胞 で の 研究 と なり ます か ら
,

組織適合性の 問題等をク リ ア し なければなりま せ

ん . そうい っ た研究 の た め に細胞培養や E S 細胞

の保存 へ の バ ッ ク ア ッ プ体制が望まれます. さ し

当たり
,

ハ ー ド面の 準備 と して , 動物実験施設 1

階に 小部屋 1 室を用意 しま した が
,
本格的な研究

が始まれば対応不能に 陥ります . さ し当たり,
E S
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細胞株が既 に樹立 されて い る マ ウ ス とサ ル を対象

とする再生および移植医療研究を今後効果的に支

援で きる ハ
ー

ド ･ ソ フ ト両面 で の 準備を急がねば

なら ない と思い ます.

最後 に人 的問題 に つ い て 考 えて み た い の で す

が
,
私は新潟に来 る前は民間研究所に 1 6 年勤務

しま し た . そ こ で は毎年
,
何人 か の 新人を迎え

,

研究動向に合わせ人材育成を行 える余裕がありま

した. 大学にや っ て きて ,
それが全くで きない の

です. 施設職員は確実 に高齢化 し, 科学が急速 に

進展する時代に入 っ て 大きな壁にぶ つ か っ て い ま

す. 取り急 ぎ老骨に鞭打 っ て ,
腫移植や P C R 法 な

ど最低限の技術 レ ベ ル を何と か こ な して もら っ て

い ると言 っ た現状 にあります. 高度な先端研究 に

は高度 な技術支援が要求されます. それに対応 で

き る人的資源 の 補強が 強く望 まれる と こ ろ で す .

幅広い 分野か ら タイ ミ ングよく人材を登用 し, そ

の 人材能力が フ ル に発揮で き る環境作り
,
そう い

っ た人事政策が特 に重要で あると痛感 します.

その 意味 で
,
こ の 4 月か ら生化学分野で育っ た

技官と
,
こ の 9 月か ら は M D の助手を迎えられた

こ と は動物実験施設に と っ て 2 5 年来の 大変画期

的な出来事でありま した . 目下
,
そ の 能力をフ ル

に生か せ るよう気を配 っ て い ると こ ろ です.

こ の 図 3 が最後 になりますが
,
新潟 には様 々 な

動物 が い て, 我々 も癌休眠 マ ウス と か ,
て ん か ん

砂ネズ ミと か , 2 , 3 ユ ニ
ー ク な系統を世界 に向け

発信 して き ま した. 最近は施設利用者の 優れた研

究か ら新潟生まれの 大変ユ ニ
ー

ク な トラ ン ス ジ ェ

ニ ッ ク マ ウス も生まれて おります. こ の ようなも

の は今後ど しど し世界に向け発信すべ きで す. ま

た
,
近 い将来, 医系の 大学院生も動物資源部門に

所属し是非ユ ニ ー ク な研究を進め て欲し い と願 い

ます. そ して
,
ナ シ ョ ナル プロ ジ ェ ク ト傘下の 下,

新潟生まれの ユ ニ ー ク な生物資源を ア ピ ー ル して

行 けば
,
必ずやその 見返りはあるもの と信 じます.

大学の 独法化を前 に しま して
,
動物実験施設の

自己収入 源はと厳しく問われれば, それは
一

に皆

様か ら頂 い て い る利用者負担金 である と言わぎる

を得ませ ん . したが い ま して
,
動物実験施設にお

ける研究支援の 内容が, 施設を利用 して 支払われ

るその 受益者負担に 見合う もの か どうか
,
今後は

それが直接問われる時代の 様に思われます.

一 方で, 生命が細胞ない し分子の レ ベ ル で広く

取り扱われる時代に入り
,
高度先端技術の 臨床応

用を前に科学的か つ 倫理的側面を裏づける ため動

物実験は
一

段と重要性を増して い ます. 我々 は今

後さ らに高度な研究支援を目指す所存で す. どう

か今後とも動物実験施設の 運営 につ きま して は 一

層の ご援助を賜 りますよう切 に お願 い 申し上 げ,

私の 話を終 わら せ て い ただきます.


